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トウモ ロコシや ソルガムなどに出現す る
カルシウム欠乏症状 (第 2報)
特異 な欠乏症状 の発現 (2.ソル ガム,その他)辛
河 崎 利 夫 ･森 次 益 三
トウモpコシについて,菓縁に切れ込みの生ずる特異な症状がカルシウム低濃度条件で
しばしば観'離されること,ならびに,この症状がカルシウム欠乏に起因するものであるこ










I.ソ ル ガ ム
1.圃場における観察




















よる もので あ る ことを














用いた ソルカム品種は Manrredicholila1275お よび Dualであ った.
岡‖卜大学良業生物研究所周場の土壌 (岡‖傾用1敷Tr1-中央 2丁目20-1,紳描闇)3.3kgを
a/5000,ポットにつめ,炭酸 カル ンウム施用姑を 1,+7ノト当 り0,10.20gの 3段階とし,
ソルガムを 約 50日間 裁増 した. 施肥姑は 1ポ ノト当 りNl.Og(硫酸 アンモニウム),
P2050.5g(遇 1)I/酸石灰),K20 0.5g(硫酸カリウム)であ った.
収穫後,植物体 (弛上部)を洗軌 乾燥.粉砕 し,原了吸光分光分析法により,カルシ
ウム,マグネシウムおよびカリウム含iIEを測定 した.
b) 実 験 結 果
ソルガムの/千.育状仙 ま第 3図のようであ った,L和巨 葉緑切れ込ん症状の化現 した部'jl















































大部分の水川俄培実験に用いた ソルカ､ムの品柿は ManrredichoILla1275と Dualで
あったが,一部に Mini-Mil°54BRを用いた場合もあった.














ムの菓縁切れ込み症状の拡大写兵を第7凶に示した.いずれも第 1号針 'の トウモpコシの
場令に比られた登録切れ込み症状ときわめて琉似Lた症状であることが分る.
品種間差異:先に,個喝での観察 あるいは 十耕 栽培実験の 結果として述べたように,
Manrredicholila1275と Dualでは 柴綾切れ込み斥状の rti硯材度に 耗しい)垂いがあ っ
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た. そこで,培壷液のカルシウム濃度を 0.25と 5.0mM の 2段階として 両品種を 水耕
栽培 し,比較検討した.その結果を第 8図に示す.
第 8回から明らかなように,培il壬涯のカルシウム低漉度 (0.25 mh/I)の場合に,Man-
fredichoIJ)a1275のJ+.青は Dualより署しく劣 ったが, カルシウム高波度 (5.0mM)
の場合には Dualとほは同等となった.また,菓緑切れ込み症状は カルシウム低濃度の場
i-1K.T･111 KT††lLl'









































その結勤 ま第 10L-gJのようであって,培養液のカルシウム低此度 (0.25mM)の場合に
は液温に関係なく薬緑切れ込み症状が 出現 した. しかし,か レシウム高濃度 (5.0mM)
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b) 実 験 結 果
両品種の幼植物切断根を用
いてカルシウム吸収実験を行
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れ込み症状が非常に 出現しやすく, このことは水耕栽培実験の場合 (第8回)だけでな
く,土緋栽培実験 (第3回)や圃場成増条件 (第 1,2図)でも明らかであった.
土耕栽培突板や 水耕栽培実険での植物体の分析結果に よれば,Manfredicholila1275
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｢3) 本研究で用いたソルカム品種のうち,集線切れ込み症状は Dualよりも Manfredi
cholila1275の場合に著 しく出現 した.これは,Manfredicholla1275のカルシウム吸
収力が Dua】より劣ってお り, また,体内カルシウム含有率も Manfl･edicholila 1275
は Dualより低い傾向のあったことと関連するものと考えられた.
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